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　湾内クルーズ、海
鮮バーベキューな
ど、町の魅力を凝縮
した大人の社会見
学ツアーを開催し
ました。コバルトブ
ルーの海と白い波。
女川湾には真っ青
な空が広がり、さわやかな風に乗ってウミネコが船を
追います。港町女川を満喫しつつ、復興まちづくりを
担う方々の取り組みを学ぶ充実した一日となりました。
≪ツアーが生まれるまで≫
　町観光協会から「町民や町で働く人が、復興のなぜ？
どうして？を理解してもらえれば、女川の広報マンに
なってもらえるはず」と町にツアーの提案がありまし
た。体験を通じて、まちづくりについて楽しみながら
学ぶという民間ならではの発想に町も賛同し、一緒に
検討を重ねて実施に至りました。

●ツアーガイドによる説明（一部紹介）
○�各浜で高台整備が完了し、住宅再建が進んでいます。

浜の伝統文化として根づくのが獅子振りとお囃子
（はやし）。これらが海上に集結するみなと祭りの再
開が復興の象徴となります。� （酒井孝正さん）

○�民間主導の事業として、震災後、駅周辺で最初に開
業した商業施設「あがいんステーション」では、水
産業体験、水産加工品のブランド認定、お土産の販
売などをしています。 （阿部喜英さん）

○�復興が進んだ今、地元の人がこれまでの歩みについ
て、一度立ち止まって振り返るツアーは重要になり
ます。今回の参加者はその一期生ですね。

（石森洋悦さん）
≪協力してくれたツアーガイドのみなさん（敬称略）≫
女川湾クルーズ 潮プランニング 持田耕明
女川の復興のあゆみ 本のさかい 酒井孝正
女川原発の防災対策 東北電力株式会社 春日川覚
中心市街地震災復興事業 おながわまちづくりＪＶ 木暮　健
公民連携のまちづくり 復幸まちづくり女川合同会社 阿部喜英
マスカーと水産業の再生 女川魚市場買受人協同組合 遠藤　貢
振り返りとコメント 女川魚市場買受人協同組合 石森洋悦

●参加したみなさんの声

○�海から見る中心部の姿は初めて。森に抱か
れた入江に小さく　町が見えた。浜の高台
や原発も間近で見ながら説明を受け、知ら
ない側面を学んた。多くの町民が見て、知っ
て、考えるべきだと思います。

○�復興が進む女川の魅力が再発見でき、わが
まち女川をますます誇りに感じます。

○�震災当時の話を聞きたくてもなかなか直接
聞けず、あの日のことを聞けてよかった。
復興の一端を担う職員として、もっと頑張
ろうという気持ちになった。

○�騒音・振動・粉じんなど、暮らしへの影響
を極力抑えた工事業者の取り組みを知り、
工事の大変さが理解できた。

▲西区高台で工事関係者の話を聞く様子

　みなさんの「女川が好き・伝えたい」とい
う気持ちが、まちづくり活動の第１歩。口コ
ミ、SNSで発信いただくことで、町のPRに
つながります！

女川の魅力を体験・楽しみながら、まちづくりを学ぶ

【９月９日開催　参加者：町に住む人・働く人計28名　町観光協会・女川町共催】
復興まるごと体験ツアー 2017夏 を開催しました



●まちの先生！「花
か

卉
き

同好会」
　今回、参加者としてお越しいただ
いた花卉同好会のみなさんは植物
や土の扱いのベテランです。参加者
に 教 える 姿
も多く見られ
ました。ご協
力ありがとう
ございます！

　女の子たちがオシャレ
をして、レンガみちに敷
かれたレッドカーペッ
トのランウェイを歩く
ONAGAWA FASHION 
SHOWについて、実行委
員長の崎村周平さんにイ
ンタビューしました。
　女の子たちの輝く笑顔や晴れ姿を、ぜ
ひ見に来ませんか！
HP  http://psr.onagawadays.jp/

　お庭、ベランダ、公園、道路沿い、場
所を問わず花や緑でいっぱいにできるの
がプランター植栽のよいところ。よせ植
えは、そのプランター植栽をより華やか
に、より楽しむための手法の一つです。
今回は幅広い年代の男女のみなさんが参
加しましたが、誰でも気軽にできるので
行政区など地域の交流イベントとしてもオススメできます。選んだ植物
や組み合わせ、植栽のデザインは「すばらしいおながわを創る協議会」
が女川駅前に設置しているプランターでも参考にしたいそうですよ。

　町では、緑化整備による景観に優れたまちづくりを推進するため、
庭先へのシンボルツリーの植樹や芝の植え付けなど、対象となる緑化
整備工事を実施した場合に助成金を交付しています。なお、震災後に
再建した住宅に限らず、大沢・浦宿・旭が丘など、被災の有無に関わ
らず既存の住宅も対象です。対象となる植物のことなど、お気軽にお
問い合わせください。� ※申請時は領収書が必要です。
　　　◆事前相談　役場復興推進課復興調整係� ☎54-3131内線292
　　　◆申請窓口　役場町民生活課生活支援係� ☎54-3131内線164

●女川に合う花や緑を
　講座では、女川に合う植物選び
を「ふらわ～しょっぷ花友」さん
にお願いしました。色
合いが豊かで、普段
は店頭にない植物も
そろえてくれました。
お店では気さくに花
や緑のアドバイスを
してくれますよ。

▶▶▶家のお庭から緑のまち活始めませんか♪
「緑のまちづくり助成金」が活用できます

※�まち活フェイスブックでよせ植えの
作り方をご紹介しています！

子どもが“本物”を体感できるまちへ！
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HOW 2017
　きっかけは元ミス･ユニバース・ジャパンの原綾子さんと出会
い、「女川でも何かやりたいね！」と意気投合したことです。そ
の後、音楽イベント「我歴Stock」の一企画として、昨年は単独
イベントとして開催してきました。復興だからではなく、女川に
いても“本物”を味わえることを子どもたちに伝えたいです。私
は女川にいながら独学でずっと絵を描いてきて、今では絵が仕事
となっています。「田舎でも何でもできる！」と、子どもたちに
可能性を伸ばしてほしいし、成長につながる機会になればよいと
思っています。実際に練習を重ねてきた子どもたちは、自信に満
ちて輝いていますよ。
【グラフィティライター“D-BONS”

ONAGAWA FASHION SHOW実行委員長　崎村周平】

◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
　　　� ☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.lg.jp
　　　　○まち活フェイスブック　 まち活＠おながわ 　で検索

「新しい町で、なにか始めてみたい！」という方、気軽にご相談ください！
まち活チームがお伺いし、活動の成功に向け、ていねいにサポートします！

お知らせ

季節に合う植物で町を彩ろう！

【９月10日開催　参加者：18名　シーパルピア女川】

10月８日（日）午後２時～４時30分　シーパルピア女川レンガみち

青空よせ植え講座 を開催しました


